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はじめに 

 

 白井市教育委員会では、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第

26 条第１項の規定に基づき、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行

の状況について点検及び評価を実施し、その結果に関する報告書を作成し、

議会に提出するとともに、公表しています。 

 この報告書は、市教育委員会が令和２年度に実施した事務事業の取り組

みについて、点検及び評価を行い、事務事業の改善・見直しを進めながら

効率的・効果的な教育施策の推進に資するため、とりまとめたものです。 

 今回の点検及び評価にあたっては、教育大綱及び第５次総合計画前期基

本計画を踏まえた視点などを加味しながら行っています。 

 

 

 

 ＜参 考＞ 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規

定により教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同

条第４項の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含

む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に

関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなけれ

ばならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し

学識経験を有する者の知見の活用を図るものとする。 
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第１章 教育大綱（平成２８年度～令和２年度） 

 

 【教育方針】 

  安全で安心に学べる教育環境の整備・充実を図り、子どもの確かな 

学力と豊かな心と体を育む「生きる力」を育てる教育を推進します。 

また、市民が元気に活躍できるように、生涯にわたる学習活動や 

スポーツ活動、文化・芸術活動を支援します。 

 

【基本目標】 

 

１ 学校教育の充実 

子どもの確かな学力と豊かな心と体を育むとともに、地域に根ざした

教育を推進します。 

また、子どもが安全で安心に学べるよう教育環境を整備します。 

 

２ 生涯学習の充実 

さまざまな年代にわたる市民の多様なニーズに応え、生涯にわたる学

習機会の充実を図るとともに、学習した成果を市民生活や市民活動など

に生かせるしくみづくりを進めます。 

また、学習活動をしている市民が活動しやすい環境づくりを目指しま

す。 

 

３ スポーツの振興 

より多くの市民に、安心・安全にスポーツに親しめる機会を提供する

とともに、子どもから高齢者まで誰もが生涯を通してスポーツに親しみ、

健康づくりや地域での交流が図れる環境づくりを目指します。 

 

４ 文化芸術活動の支援 

市民による文化活動を支援し、多様な文化・芸術に親しめる機会を提

供します。 

また、郷土の歴史や文化遺産の調査・保存を推進するとともに、市民

と協働しながら文化財の保護活動を行います。 

 
  ※令和２年１２月「白井市第２次教育大綱」策定 

計画期間：令和３年度～令和７年度
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第２章 点検及び評価方法 

 

１ 点検及び評価の対象 

点検及び評価については、第５次総合計画・前期基本計画・前期実施計画

における主要事業である重点戦略事業及び分野別計画事業を対象に行ってい

ます。 

なお、当市教育委員会における重点戦略事業については、関連事業を含め

８事業、分野別事業については、２８事業、併せて３６事業が点検評価の対

象事業になります。 

 

 

 ２ 点検及び評価の実施体制 

実施対象事業については、毎年、予め重点戦略事業及び分野別事業の中か

ら任意に選定し、すべての事業を令和２年度までの前期実施計画の計画期間

内において、順次行っています。 

点検及び評価については、事前に担当課等が自己評価した事務事業評価シ

ートをもとに、教育長及び教育委員４人に学識経験者３人を加えた「白井市

教育委員協議会」において実施しています。 

 

3 点検及び評価の観点 

必要性、有効性及び効率性の観点から点検及び評価を行った上で、事業の

課題などを抽出し、改善により期待される効果等について検討します。 
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（参考）白井市第５次総合計画 前期実施計画 事業一覧 

 

〇重点戦略事業（教育委員会所管事業を網掛けしています） 平成 28 年３月現在 
戦
略

戦略の柱 事業名

ゆとりある住環境整備事業

近居推進事業（※）

公園施設環境整備事業

道路環境整備事業

みどりと歴史文化の魅力づくり事業

白井工業団地PR事業（※）

雇用・労働支援事業（※）

異業種・異分野間交流・連携事業

幹線道路沿道活性化事業

創業支援事業（※）

起業学習・体験事業

待機児童対策事業（※）

病児・病後児保育事業

子ども医療費助成事業

子育てスタート応援事業（※）

子育てカフェ事業（※）

放課後子ども教室事業（※）

補助教員配置事業（※）

地域人材活用事業（※）

ドリームチャレンジャー事業（※）

子どもしごとフェス事業（※）

集落営農の組織化等支援事業

育苗センター事業（※）

市民農業大学事業（※）

援農ボランティア育成・活用事業（※）

農産物ブランド化推進事業（※）

農産物販売拠点機能強化事業（※）

農産物流通拡大事業（※）

市民農園・体験型農園開設支援事業（※）

森のグラウンドワーク推進事業

環境学習推進事業

（仮称）谷田・清戸市民の森整備事業

沿道みどりの推進事業

（１）地域での環境保全や創出の取り組みとしてのグラウンドワークの推進

戦
略
２
　
み
ど
り
活
用
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

（３）駅周辺や地域における農産物の販売の場づくり

（４）だれもが農業体験できるプログラムの実施や農に親しめる環境づくり

２－２
みどりが価値を
生み出すまちづ
くり （２）白井の自然環境の豊かさを知り育むための環境学習の推進

２－３
みどりがつなが
るまちづくり

（１）自然とのふれあいや癒しの場としての里山の保全と活用

（２）市民によるみどりのネットワークづくりに対する支援

目標実現に向けた取組

（１）若い世代が魅力を感じるゆとりある住環境整備の促進

（２）子ども連れで外出しやすい道路や公園・広場などの機能整備

（３）みどりや文化資源などを活用した魅力ある暮らしの促進

（２）子育てに係る経済的負担の軽減

（１）利便性の高い場所での保育機会の確保

（３）地域での親や子どもたちの居場所づくりや子育て支援のしくみづ
　　　くり

戦
略
１
　
若
い
世
代
定
住
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

２－１
「魅せる農」の
まちづくり

（１）多様な形態の農業経営と担い手の支援

１－２
働く場を生み出
すまちづくり

（１）工業団地などにおける市民の雇用拡大

（４）起業希望者に対する支援のしくみづくりや起業を意識した学習機
　　　会の提供

（２）異業種・異分野間のネットワークづくりによる交流・連携の支援

（３）未利用地や幹線道路沿道等における開発誘導

１－３
子育てしたくな
るまちづくり

（２）農商工の連携による、農産物の高付加価値化やブランド化

（４）児童・生徒の個性に応じた学力の向上など生きる力を育む教育の
　　　推進

１－１
ゆとりある暮ら
しを支えるまち
づくり

 
（※）印の事業は「白井市まち・ひと・しごと創生総合戦略」にも該当する事業です。 
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戦
略

戦略の柱 事業名

中心都市拠点・生活拠点づくり事業

マルシェにぎわいづくり支援・協働事業

フェスティバル開催事業（※）

工業団地アクセス道路整備事業

工業専用地域振興事業

まちづくり協議会設立支援事業（※）

地域防災力向上事業（※）

西白井地区コミュニティ施設整備事業

地域生活支援拠点等整備事業

小さな交流の場づくり事業

集いの場づくり支援事業

生活支援サービス体制整備事業（※）

総合型地域スポーツクラブ支援事業

白井市民大学校事業

地域健康づくり事業（※）

介護予防自主グループ支援事業

市民参加・協働の人づくり事業（※）

道路ネットワークづくり事業

市道新設改良事業

鉄道交通推進事業

バス交通推進事業

戦
略
３
　
拠
点
創
造
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

3－1
都市拠点がにぎ
わうまちづくり

（１）市役所・白井駅周辺や西白井駅周辺などでの地域特性に合わせた
　　　にぎわいづくり

（２）市内の様々な場における世代に関係なく利用できる居場所や交流の
　　　場づくり

（３）地域の人が地域の人のために身近な生活サービスを提供する地域拠点
　　　づくり

（４）地域の人や団体を活かした生きがいづくりや健康づくりの場の充実

目標実現に向けた取組

（２）工業団地への産業機能の集積に向けた環境整備

3－２
地域拠点がにぎ
わうまちづくり

（１）小学校区を基本的な単位としたまちづくり協議会の設立の推進

3－３
拠点がづながる
まちづくり

（１）コーディネーターの発掘・育成

（２）都市拠点と各地域を結ぶ道路ネットワークの整備

（３）利便性の良い交通ネットワークの確保

 
（※）印の事業は「白井市まち・ひと・しごと創生総合戦略」にも該当する事業です。 
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〇分野別事業（教育委員会所管事業を網掛けしています） 平成 28 年 3 月現在 

高齢者住宅福祉事業

２　高齢者福祉

　【個別計画】
　　・白井市第６期高齢者福祉計画・介護保険事業計画
　　・白井市まち・ひと・しごと創生総合戦略（※）

分　　野
【基幹計画】

小　分　野
【個別計画】

事業名

障がい福祉サービス事業

障がい者相談支援事業

障がい者雇用・就労支援事業

障がい者スポーツ大会等参加促進事業

★地域生活支援拠点等整備事業

１　障がい者福祉

　【個別計画】
　　　・白井市障がい者計画、白井市第４期障がい福祉計画

高齢者就労等マッチング事業（※）

私立保育園とう補助事業

介護予防普及啓発事業

介護支援ボランティア事業

地域包括支援センター運営事業

★集いの場づくり支援事業

★生活支援サービス体制整備事業（※）

★介護予防自主グループ支援事業

★子ども医療費助成事業

★子育てスタート応援事業（※）

★子育てカフェ事業（※）

★放課後子ども教室事業（※）

３　子育て支援

　【個別計画】
　　・しろい子どもプラン（白井市子ども・子育て支援事業計画）
　　・白井市まち・ひと・しごと創生総合戦略（※）

A
　
健
康
・
福
祉

一時保育事業

家庭的保育事業

私立幼稚園振興事業

保育園食育推進事業

★待機児童対策事業（※）

★病児・病後児保育事業

ママヘルパー派遣事業

子育て支援事業等利用助成事業

ひとり親家庭支援事業

こども発達センター事業

地域子育て支援拠点事業

【基幹計画】

白井市第２次

地域福祉計画

（策定予定）

★印の事業は「まちづくりの重点戦略事業」を分野別に再掲しています。 
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分　　野
【基幹計画】

小　分　野
【個別計画】

事業名

４　福祉相談・支援

　【個別計画】
　　　・白井市障がい者計画、白井市第４期障がい福祉計画
　　　・白井市第６期高齢者福祉計画・介護保険事業計画
　　　・しろい子どもプラン（白井市子ども・子育て支援事業計画）
　　　・第2次しろい健康プラン
　　　・白井市男女平等推進行動計画

家庭児童相談事業

保健福祉相談事業

虐待防止対策事業

こころの相談事業

DV防止対策事業A
　
健
康
・
福
祉 ５　健康づくり

　【個別計画】
　　・第2次しろい健康プラン
　　・第２期白井市国民健康保険特定健康診査等実施計画
　　・白井市まち・ひと・しごと創生総合戦略（※）

健康生活支援事業

健康づくり普及推進事業

歯科口腔保健推進事業

食からの健康づくり支援事業

母子保健推進事業

健（検）診事業

特定健康診査事業

★地域健康づくり事業（※）

★地域人材活用事業（※）

１　学校教育

　【個別計画】
　　・白井市まち・ひと・しごと創生総合戦略（※）

教育資金利子補給事業

ALT配置事業

教育相談事業

適応指導教室事業

青少年国際交流事業

教育課題調査研究事業

教育の情報化推進事業

特別支援教育事業

学校安全対策事業

B
　
学
習
・
教
育

生活困窮者自立支援事業

外国人支援事業

特定保健指導事業

人間ドッグ等受検費用助成事業

学校給食共同調理場建替事業

小中学生の栄養指導事業

★補助教員配置事業（※）

【基幹計画】

白井市第２次

地域福祉計画

（策定予定）

【基幹計画】

白井市教育大綱

★印の事業は「まちづくりの重点戦略事業」を分野別に再掲しています。 
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分　　野
【基幹計画】

小　分　野
【個別計画】

事業名

B
 

学
習
・
教
育

各種スポーツ大会開催事業

立春式事業

青少年野外活動事業

子どもワンパク大会事業

文化を支える人材育成支援事業

市民文化祭開催事業

文化会館自主事業運営事業

家庭教育事業

国際理解推進事業

図書館サービス推進事業

図書館資料整備事業

プラネタリウム館運営事業

★ドリームチャレンジャー事業（※）

★子どもしごとフェス事業（※）

★総合型地域スポーツクラブ支援事業

★白井市民大学校事業

２　生涯学習

　【個別計画】
　　　・白井市まち・ひと・しごと創生総合戦略（※）

３　文化・芸術

市史編さん事業

文化財調査事業

文化財保護・周知事業

埋蔵文化財・文化財記録・保護事業

市民学芸スタッフ古文書修補活動事業

郷土資料館展示・教育普及事業

【基幹計画】

白井市教育大綱

 
 ★印の事業は「まちづくりの重点戦略事業」を分野別に再掲しています。 
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市民農業大学事業（※）

援農ボランティア育成・活用事業（※）

中小企業活性化支援事業

分　　野
【基幹計画】

小　分　野
【個別計画】

事業名

農業・農村交流事業

C
　
産
業
・
雇
用

１　農業振興

　【個別計画】
　　　・白井市農業振興地域整備計画
　　　・農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想
　　　・白井市地域水田農業ビジョン
　　　・白井市鳥獣被害防止計画
　　　・白井市まち・ひと・しごと創生総合戦略（※）

★起業学習・体験事業

★マルシェにぎわいづくり支援・協働事業

★工業団地アクセス道路整備事業

★工業専用地域振興事業

２　商工業振興・雇用

　【個別計画】
　　・白井市まち・ひと・しごと創生総合戦略（※）

農産物ブランド化推進事業（※）

ふるさとまつりの支援事業

消費生活相談・啓発推進事業

★白井工業団地PR事業（※）

★雇用・労働支援事業（※）

農業生産技術・経営改善支援事業

遊休農地解消事業

集落営農の組織化等支援事業

育苗センター事業（※）

合併処理浄化槽等設置促進事業

アスベスト分析調査・除去工事補助事業

★みどりと歴史文化の魅力づくり事業

★森のグラウンドワーク推進事業

★環境学習推進事業

★（仮称）谷田・清戸市民の森整備事業

１　生活環境安全

　【個別計画】
　　・ごみ減量化・資源化基本方針
　　・白井市バイオマスタウン構想
　　・白井市生活排水処理基本計画
　　・白井市地球温暖化対策実行計画

２　自然環境保全・創出

D
　
環
境
・
自
然

ごみの減量化・資源化推進事業

省資源・省エネルギー推進事業

不法投棄防止対策事業

水質調査・地下水汚染対策事業

農産物物販拠点機能強化事業（※）

農産物流通拡大事業（※）

市民農園・体験型農園開設支援事業（※）

★沿道みどりの推進事業

★異業種・異分野間交流・連携事業

★幹線道路沿道活性化事業

企業誘致推進事業

★創業支援事業（※）

★フェスティバル開催事業（※）

【基幹計画】

白井市

産業振興計画

（策定予定）

【基幹計画】

白井市第2次

環境基本計画

 
 ★印の事業は「まちづくりの重点戦略事業」を分野別に再掲しています。 
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分　　野
【基幹計画】

小　分　野
【個別計画】

事業名

１　地域のまちづくり

　【個別計画】
　　　・市民参加・協働のまちづくりプラン
　　　・白井市まち・ひと・しごと創生総合戦略（※）

市民活動推進センター運営事業

市民団体活動支援補助事業

★まちづくり協議会設立支援事業（※）

★市民参加・協働の人づくり事業（※）

★中心都市拠点・生活拠点づくり事業

★西白井地区コミュニティ施設整備事業

消防団体制強化事業

庁舎整備事業

庁舎整備に伴うネットワークの構築事業

建築物耐震化支援事業

★地域防災力向上事業（※）

防犯対策事業

交通安全対策事業

放置自転車対策事業

２　災害対策

　【個別計画】
　　・白井市地域防災計画・災害時要援護者避難支援プラン全体計画
　　・白井市国民保護計画
　　・白井市耐震改修促進計画
　　・白井市まち・ひと・しごと創生総合戦略（※）

３　防犯・交通安全

１　住環境

　【個別計画】
　　・白井市緑の基本計画（策定予定）
　　・白井市まち・ひと・しごと創生総合戦略（※）

★道路ネットワークづくり事業

★市道新設改良事業

★鉄道交通推進事業

★バス交通維持推進事業

★小さな交流の場づくり事業

配水施設整備事業
２　生活基盤

　【個別計画】
　　・白井市道路整備基本計画
　　・白井市汚水適正処理構想
　　・白井市水道事業第1次拡張2次変更建設計画
　　・白井市下水道事業第3次中期経営計画
　　・白井市水道事業第3次中期経営計画

３　公共交通

E
　
地
域
・
安
心

F
 

都
市
・
交
通 汚水排水施設整備事業

雨水配水施設整備事業

水路等維持改修事業

★道路環境整備事業

都市公園等整備事業

住み替え支援事業（※）

住宅リフォーム助成事業

マンション対策支援事業

★ゆとりある住環境整備事業

★近居推進事業（※）

★公園施設環境整備事業

【基幹計画】

白井市コミュニティ

基本方針

（策定予定）

【基幹計画】

白井市

都市マスタープラン

★印の事業は「まちづくりの重点戦略事業」を分野別に再掲しています。 
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区分 № 事業コード 担当課名
点検評価
実施年度

1 1-1-3-01
 環境課
 文化課 ※対象外

2 1-3-3-03 生涯学習課 H29・R3

3 1-3-4-01 学校政策課 H29・R3

4 1-3-4-02 学校政策課 H29・R3

5 1-3-4-04  生涯学習課 ※廃止

6 2-2-2-01
 環境課
 教育支援課 ※対象外

7 3-2-4-01 生涯学習課 H30・R3

8 3-2-4-02 生涯学習課 H30・R3

区分 № 事業コード 担当課名
点検評価
実施年度

1 B-1-01 教育総務課 H29

2 B-1-02 教育支援課 H29

3 B-1-03 教育支援課 H29

4 B-1-04 教育支援課 H30

5 B-1-05 教育支援課 H30

6 B-1-06 教育支援課 H30

7 B-1-07 学校政策課 H31

8 B-1-08 教育支援課 H31

9 B-1-09 教育支援課 R2

10 B-1-10 教育総務課 H31

11 B-1-11 教育支援課 R2

12 B-2-01 生涯学習課 H29

13 B-2-02 生涯学習課 H31

14 B-2-03  生涯学習課 ※廃止

15 B-2-04  生涯学習課 ※廃止

16 B-2-05 生涯学習課 R2

17 B-2-07 文化センター H29

18 B-2-08 文化センター H30

19 B-2-09 文化センター H30

20 B-3-01 生涯学習課 H29

21 B-3-02 生涯学習課 H31

22 B-3-03 生涯学習課 H31

23 B-3-04 生涯学習課 R2

24 B-3-05 文化センター H31

25 B-3-06 文化センター H31

26 B-3-07 生涯学習課 R2

27 B-3-08 生涯学習課 R2

28 B-3-09 文化センター R2

教育委員会点検・評価対象事業一覧

　【白井市第５次総合計画前期基本計画・前期実施計画事業による】

◇事業№に〇がついている事業が令和３年度点検・評価対象事業

事業名

 みどりと歴史文化の魅力づくり事業

放課後子ども教室事業　

補助教員配置事業　

地域人材活用事業　

教育課題調査研究事業

 環境学習推進事業

総合型地域スポーツクラブ支援事業　

白井市民大学校事業　

重
点
戦
略
事
業

事業名

 子どもしごとフェス事業

教育資金利子補給事業

ALT配置事業

教育相談事業

適応指導教室事業

青少年国際交流事業

図書館資料整備事業

教育の情報化推進事業

特別支援教育事業

学校安全対策事業

学校給食共同調理場建替事業

小中学生の栄養指導事業

各種スポーツ大会開催事業

郷土資料館展示・教育普及事業

文化を支える人材育成支援事業

市民文化祭開催事業

文化会館自主事業運営事業

分
野
別
計
画
事
業
（

重
点
戦
略
以
外
の
実
計
画
事
業
）

プラネタリウム館運営事業

市史編さん事業

文化財調査事業

文化財保護・周知事業

埋蔵文化財・文化財記録・保護事業

市民学芸スタッフ古文書修補活動事業

立春式事業

 青少年野外活動事業　※

 子どもワンパク大会事業　※

家庭教育事業

図書館サービス推進事業
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第３章 点検及び評価結果 

１ 放課後子ども教室事業（重点戦略事業 №２） 

 

（１）事業概要 
   子どもたちの放課後の安全・安心な活動の場の確保や地域社会の中で心豊かで健やか 

に育まれる場を確保するため、地域の協力者と協働し、交流活動等を実施する。 

 

（２）評価 

 
項目 内容 意見・課題・評価（自由記入） 

取組 

状況 

目的を果たす取組と

なっているか。 

・目的を果たそうという姿勢は感じられる。 

 

市民ニーズに即した

取組となっているか。 

・子どもたちの放課後活動場所の確保としては、実施場所、

日数ともに不十分である。 

・市民のニーズという視点では、学童保育所の充実が優先と

なるのではないか。 

他分野や市民・学校等

と必要な連携が図ら

れているか。 

・十分とは言えない。 

・地域の担い手不足などの課題に対し、学童保育所運営事業

者に委託するなど一体的な運営の検討も必要である。 

・保護者や利用する生徒の理解が必要である。 

成 果 

事業目的実現に向け

て成果は上がってい

るか。 

・子どもの満足度は高いとされるが、コロナ禍により、既存

の取組も新規の取組も思うような成果を挙げることができ

なかった。 

課題・

方向性 

今後の課題・問題点が

的確に捉えられてい

るか。 

・地域の協力無しでは成り立たない事業であるため、地域人

材の発掘及び育成も同時に進める必要がある。 

・余裕教室の無い学校にも等しく事業を進めるにはどうすれ

ばよいか検討する必要がある。 

今後の方向性は妥当

か。 

・これまでの取り組みから、地域の力には限界があり、それ

を補う手立てとして民間委託の導入に着手したことは妥当

である。 

・毎回同じ曜日だと、限られた子どもたちしか参加できない

ため、子どもたちの習い事や塾通いの実態を調査し、何曜日

が好ましいか、又平等になるか等を考えていく必要がある。
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（３）今後に向けた改善提案等 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・学童保育所との一体化・連携により「放課後子ども教室」と学童保育所との境目がうやむ

やにならないよう運営の検討・事業の拡充をしていただきたい。 

・学童保育所との連携に頭を使うよりも、子ども教室の内容に重点を置くべきである。あれ

もこれもやろうとせず、地域の方々が楽しんで協力できることが重要である。 

・民間委託が現実的ではあるが、地域の力を活かしてこその事業であるため、地域の特色・

人材が薄れないよう、また「全校等しく」ということに縛られることなく地域の実情に合わ

せた事業展開をしていただきたい。 

・民間委託に際しては、学童保育利用の保護者とも情報共有・意見交換が必要である。 



13 
 

２ 補助教員配置事業（重点戦略事業 №３） 

 

（１）事業概要 
  小学校中学年の算数科を中心に基礎・基本の学力定着、小学校低学年に多く発生し 

ている学習障害児の指導など、きめ細やかな教育を実施するため、補助教員を配置し 

個別指導の実施や TT 指導（複数教員による指導）などを実施する。 

   また、医療的ケアが必要な児童に対して、看護師を配置する。 

 

（２）評価 

 
項目 内容 意見・課題・評価（自由記入） 

取組 

状況 

目的を果たす取組と

なっているか。 

・十分なっている。 

市民ニーズに即した

取組となっているか。 

・発達障がいや不登校、日本語指導、医療的ケアなどの様々

な教育的ニーズを抱えた児童生徒が増加していることから

も、補助教員を増やす必要がある。 

他分野や市民・学校等

と必要な連携が図ら

れているか。 

・図られている。 

成 果 

事業目的実現に向け

て成果は上がってい

るか。 

・上がっている。 

課題・

方向性 

今後の課題・問題点が

的確に捉えられてい

るか。 

・コロナ関連でのいじめに対する人員の配置。 

・今後は、日本語を母語としない児童生徒に対する支援も必

要である。 

今後の方向性は妥当

か。 

・妥当である。 

 

 

 

（３）今後に向けた改善提案等 

 
・外国籍児童の母語を話せる補助教員が居ることで、児童生徒は安心して学習できる。児童

生徒一人に対して指導できる時間をもう少し確保できるように検討していただきたい。また、

現場の教員も安心して本務に集中できるのではないか。 

・様々な教育的ニーズを抱えた児童生徒に取り組んであることをもっと保護者や地域の方々

に周知し、協力を求めることにより、事業の活性化や差別、いじめ等の減少に繋がっていく

のではないか。 

・個に応じた支援を進めるうえで、補助教員の存在は学校現場にとって貴重な戦力であるた

め、今後も可能な限り配置を進めていただきたい。 
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３ 地域人材活用事業（重点戦略事業 №４） 

 

（１）事業概要 
  地域の実情や特性を活かして、子どもたちの豊かな心を育成し、部活動の技術の向上、 

学習における基礎・基本の習得を図るため、市内小中学校が作成した教育計画に基づき、 

必要な人材の派遣及びそれに伴う経費を支援し、きめ細かい教育を推進する。 

 

（２）評価 

 
項目 内容 意見・課題・評価（自由記入） 

取組 

状況 

目的を果たす取組と

なっているか。 

・なっている。 

市民ニーズに即した

取組となっているか。 

・なっている。 

他分野や市民・学校等

と必要な連携が図ら

れているか。 

・図られている。 

成 果 

事業目的実現に向け

て成果は上がってい

るか。 

・上がっている。 

・目に見えて成果のある事業だと評価できる。 

課題・

方向性 

今後の課題・問題点が

的確に捉えられてい

るか。 

・部活動サポーターの拡充が望まれる。 

今後の方向性は妥当

か。 

・妥当である。 

 

（３）今後に向けた改善提案等 

 

・部活動サポーターの技術指導を受け、子どもたちの向上が見られるのは大変喜ばしいこと

であり、部活動の充実が図られていることは事業成功であるといえるが、さらに、白井市や

近隣市町村出身のオリンピック選手等の人材派遣をすることでより大きな影響が期待できる

のではないか。 

・部活動指導ばかりが特化し、現職教員の指導能力との差が大きくならないよう、個々の教

員能力向上を図る必要がある。 
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４ 総合型地域スポーツクラブ支援事業（重点戦略事業 №７） 

 

（１）事業概要 
  いつでも、どこでも、いつまでもスポーツを親しみ、生涯スポーツの推進を図るため、 

スポーツクラブの活動場所の確保や地域スポーツ指導者の核となる人材育成の支援を 

する。 

 

（２）評価 

 
項目 内容 意見・課題・評価（自由記入） 

取組 

状況 

目的を果たす取組と

なっているか。 

・コロナの影響や、競技の偏りが会員数の減少に繋がってい

る。 

市民ニーズに即した

取組となっているか。 

・なっている。 

他分野や市民・学校等

と必要な連携が図ら

れているか。 

・図られている。 

成 果 

事業目的実現に向け

て成果は上がってい

るか。 

・上がっている。 

課題・

方向性 

今後の課題・問題点が

的確に捉えられてい

るか。 

・会員数を増やすために新聞やポスター等による周知・広報

活動が必要である。 

今後の方向性は妥当

か。 

・PR 以外に会員数減少に歯止めをかけるための支援が必要。

 

（３）今後に向けた改善提案等 

 
・運営がうまくできている他団体の紹介やクラブ代表者を募って現地視察研修を企画するな

ど、情報収集や情報提供も有益ではないか。 

・会員の減少、指導者の高齢化が問題となれば PR の仕方や内容、場所等も考えていく必要が

ある。 

・新規会員募集については、体験会を実施する等、市の取組も必要ではないか。 
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５ 白井市民大学校事業（重点戦略事業 №８）  

 

（１）事業概要 
  心身ともに健康的な行動を実践する人、地域に仲間がいる人、地域活動に意欲を持 

つ人を増やすため、学部制のコースを設け、市民に様々なテーマで主体的に学習する機

会を提供する。 

 

（２）評価 

 
項目 内容 意見・課題・評価（自由記入） 

取組 

状況 

目的を果たす取組と

なっているか。 

・目的が前回の点検時「ボランティア、市民活動への実践意

欲のある人を増やす」から今回「学習成果を地域生活で実践

できる人を増やす」と具体的になったことは非常に良いこと

である。 

市民ニーズに即した

取組となっているか。 

・通年での事業は中止となったが、ウェブ配信による講座な

ど状況に応じて実施していることから、生活様式の変化に応

じた学習ニーズにも柔軟に対応している。 

他分野や市民・学校等

と必要な連携が図ら

れているか。 

・図られている。 

 

成 果 

事業目的実現に向け

て成果は上がってい

るか。 

・コロナ禍で計画通りに実施できなかったため、評価するの

は難しい。 

 

課題・

方向性 

今後の課題・問題点が

的確に捉えられてい

るか。 

・捉えられている。 

今後の方向性は妥当

か。 

・妥当である。 

 

（３）今後に向けた改善提案等 

 
・積極的にオンラインを活用して参加しやすくしてほしい。 

・オンライン受講生を募集することで、子育て中の方や、歩行が困難なシニア世代の方など

も参加できるのではないか。 

・今後は、目的にあった指標を検討するべきである。 

・この事業から『放課後子ども教室事業』など他事業にも人材を活かせるのではないか。 
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（参考資料） 

教育委員会の活動状況（令和 2 年度） 

 
 教育委員会では、教育委員会議定例会及び臨時会、学校訪問や研修・視察等において、 

各委員がそれぞれの専門性や識見を発揮しながら、教育行政の推進のために活動しています。 

 教育委員会会議については、定例会を毎月１回開催し、必要に応じて臨時会を開催してい

ます。令和２年度は、定例会１２回、臨時会７回の計１９回開催しました。 

 また、市長と教育委員会とが教育の課題や重点施策について協議を行う「総合教育会議」

は市長の招集により７月及び１２月に開催し、主に「白井市第２次教育大綱」ついて協議を

行いました。 

その他、学校訪問や研修会等、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、中止または

規模を縮小しての開催となったため、例年に比べ、教育委員が参加できる行事など少なくな

りました。 

 新型コロナウイルス感染症への対応については、教育委員会会議等において、適宜、学校

や社会教育施設における感染拡大防止についての助言等を行ったほか、事務局から感染者確

認の報告を受け、児童生徒や保護者に対して適切な対応がとられているか確認を行いました。 

 

月 
教育委

員会議 

総合教育

会議 

教育委員

協議会 
学校訪問等 研修・視察等 

Ｒ２ 

4 

２回    ・印旛地区教育委員会連絡協議会総会

（書面開催） 

5 ２回    ・千葉県市町村教育委員会連絡協議会

総会（書面開催） 

・関東甲信越静市町村教育委員会連合

会総会（書面開催） 

6 1 回    

 

 

7 2 回 1 回 1 回 

 

 ・教科用図書印旛採択協議会 

 

8 １回     

 

 

9 ２回  1 回   

 

10 1 回    

 

 

11 1 回    

 

 

12 1 回 １回   

 

市町村教育委員会研究協議会 

（Web 研修） 

R３ 

1 

２回    

 

千葉県市町村教育委員会連絡協議会

研修会（Web 研修） 

2 ２回 

 

   市町村教育委員会研究協議会 

（Web 研修） 

3 2 回    
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教育委員会議における審議 
会 議 議 題 傍聴数

令和２年 

第４回定例会 

４月９日 

議案第１号 白井市スポーツ推進委員の委嘱について 

協議第１号 白井市修学旅行等中止又は延期に係る経費の補助に関する要綱の制定に

ついて 

報告第１号 白井市学校医・学校歯科医の解嘱及び委嘱について 

報告第２号 白井市文化財審議会委員の委嘱について 

報告第３号 要保護・準要保護児童生徒の認定に係る報告について 

4 

第２回臨時会 

４月１６日 

議案第１号 令和 2 年度教育費補正予算（第 1 号）に係る意見聴取について 4 

第５回定例会 

５月７日 

議案第１号 令和２年度教育費補正予算（第３号）に係る意見聴取について 

議案第２号 準要保護児童・生徒の認定に係る審査について 

協議第１号 白井市教育振興基本計画の体系図について 

協議第２号 白井市学校施設の長寿命化計画について 

報告第１号 白井市学校評議員の委嘱について 

報告第２号 令和２年度地域人材活用事業学校別計画事業及び予算配当について 

報告第３号 新型コロナウイルス感染症対策による臨時休業に伴う要保護及び準要保

護児童生徒の学校給食費の取扱いについて 

報告第４号 準要保護児童・生徒の認定に係る報告について 

6 

第３回臨時会 

５月２０日 

議案第１号 令和２年度教育費補正予算（第４号）に係る意見聴取について 

報告第１号 要保護・準要保護児童・生徒の認定に係る報告について 

2 

第６回定例会 

６月 2 日 

議案第１号 準要保護児童・生徒の認定に係る審査について 

報告第１号 白井市学校給食センター運営委員会委員の委嘱について 

報告第２号 令和２年度白井市教育委員会事務事業点検・評価委員の選任について 

報告第３号 準要保護児童・生徒の認定に係る報告について 

7 

第７回定例会 

７月６日 

議案第１号 白井市就学援助費支給規則の一部を改正する規則の制定について 

議案第２号 令和２年度教育費補正予算（第６号）に係る意見聴取について 

協議第１号 白井市教育振興基本計画について 

報告第１号 白井市教育支援委員会委員の解嘱及び委嘱について 

報告第２号 白井市プラネタリウム館運営協議会委員の委嘱について 

報告第３号 準要保護児童・生徒の認定に係る報告について 

8 

第４回臨時会 

７月２１日 

議案第１号 令和３年度使用教科用図書の採択について 

協議第１号 文化センターのあり方検討について 

協議第２号 桜台小・中学校の学校給食のあり方の検討について 

報告第１号 白井市学校医の解嘱及び委嘱について 

12 

第８回定例会 

８月４日 

議案第１号 白井市附属機関条例の一部を改正する条例の制定議案に係る意見聴取に

ついて 

議案第２号 令和２年度教育費補正予算（第８号）に係る意見聴取について 

議案第３号 白井市学校施設の長寿命化計画について 

議案第４号 準要保護児童・生徒の認定に係る審査について 

協議第１号 白井市教育振興基本計画について 

報告第１号 白井市いじめ対策調査会の委員の委嘱について 

報告第２号 準要保護児童・生徒の認定に係る報告について 

9 

第９回定例会 

９月２日 
報告第１号 要保護及び準要保護児童・生徒の認定に係る報告について 8 

第５回臨時会 

９月９日 
議案第１号 契約の締結について 4 
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会 議 議 題 傍聴数

第 10 回定例会 

１０月６日 
議案第１号 白井市教育委員会附属機関規則の一部を改正する規則の制定について 

議案第２号 白井市特別支援教育就学奨励費支給規則の一部を改正する規則の制定に

ついて 

報告第１号 令和 3 年度白井市予算編成方針について 

報告第２号 要保護及び準要保護児童・生徒の認定に係る報告について 

9 

第11回定例会 

１１月５日 
議案第１号 令和 2 年度末及び令和 3 年度白井市小中学校職員人事異動方針について

議案第２号 令和 2 年度教育費補正予算（第 11 号）に係る意見聴取について 

報告第１号 要保護及び準要保護児童生徒の認定に係る報告について 

7 

第12回定例会 

１２月１１日 
議案第１号 白井市文化センターのあり方検討委員会委員の委嘱及び任命について 

議案第２号 白井市立桜台小学校・桜台中学校給食のあり方検討委員会委員の委嘱及び

任命について 

議案第３号 白井市文化会館運営協議会委員の委嘱について 

議案第４号 令和 2 年度教育費補正予算（第 12 号）に係る意見聴取について 

協議第１号 白井市教育振興基本計画について 

報告第１号 白井市いじめ対策調査会委員の委嘱について 

報告第２号 要保護及び準要保護児童生徒の認定に係る報告について 

9 

令和３年 

第１回定例会 

１月５日 

議案第１号 白井市教育委員会教育用バス運用規程の一部を改正する規程の制定につ

いて 

議案第２号 九箇年精勤賞表彰規程を廃止する規程の制定について 

議案第３号 教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況に係る点検及び評

価に関する報告書について 

協議第１号 白井市教育振興基本計画（素案）について 

報告第１号 白井市教育支援委員会委員の任命について 

報告第２号 要保護及び準要保護児童生徒の認定に係る報告について 

6 

第１回臨時会 

１月２０日 

 

協議第１号 損害賠償の額の決定について（追認） 

議案第２号 損害賠償の額の決定について 

非公開

第２回定例会 

２月２日 

議案第１号 令和２年度教育費補正予算（第１４号）に係る意見聴取について 

議案第２号 令和３年度教育費当初予算に係る意見聴取について 

議案第３号 白井市優良児童・生徒表彰の推薦について 

報告第１号 白井市第２次教育大綱の決定について 

報告第２号 白井市教育振興基本計画（素案）に対するパブリックコメントの実施結果

について 

報告第３号 白井市教育支援委員会の結果及び就学について 

報告第４号 要保護及び準要保護児童生徒の認定に係る報告について 

8 

第２回臨時会 

２月１９日 

議案第１号 令和２年度教育費補正予算（第１６号）に係る意見聴取について 6 

第３回定例会 

３月２日 

議案第１号 白井市スポーツ推進委員の委嘱について 

議案第２号 令和２年度教育費補正予算（第１７号）に係る意見聴取について 

議案第３号 令和３年度教育費補正予算（第１号）に係る意見聴取について 

議案第４号 準要保護児童・生徒の認定に係る審査について 

報告第１号 準要保護児童・生徒の認定に係る報告について 

2 

第３回臨時会 

３月２３日 

議案第１号 押印廃止等に伴う関係規則の整備に関する規則の制定について 

議案第２号 白井市教育振興基本計画の策定について 

議案第３号 準要保護児童・生徒の認定に係る審査について 

報告第１号 令和２年度末及び令和３年度白井市小中学校職員人事異動について 

報告第２号 準要保護児童・生徒の認定に係る報告について 

4 
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（参考資料） 

 
 

 

 

 

 

令和２年度事業 教育委員会点検及び評価資料 

（事務事業評価シート 重点戦略事業・分野別事業） 
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要
で
あ
る
。
地
域
の
力
に
は
限
界
が

あ
り
、
学
童
保
育
所
運
営
事
業
者
に
委
託
し
、

一
体
的
に
運
営
す
る
方
法
の
検
討
が
必
要
。

改
善
策

取
組
状
況

前
年
度
以
前
評
価
で
の
改
善
項
目

改
善
状
況
（
前
年
度
評
価
に
基
づ
か
な
い
改
善
事
項
等
も
含
む
）

受
益
者
負
担
に
つ
い
て
見
直
す
余
地
は
な
い
か

〇

学
童
保
育
所
と
の
一
体
化
ま
た
は
連
携
に
よ
る

運
営
の
検
討
と
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
拡

充
。

３
　
取
組
状
況
（
D
o
①
）

指
標
目
標
を
達
成
し
た
か
、
意
図
の
実
現
に
近
づ
い
て
い
る
か

-

R
2
年
度

市
内
小
学
校
の
２
箇
所
（
白
井
第
二
小
学
校
、
大
山
口
小
学
校
）
で
子
ど
も
教
室
を
実
施
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
４
月
か
ら
８
月
ま
で
休
止
。
９
月
か
ら
１
２
月
ま
で
再
開
す

る
も
、
１
月
の
緊
急
事
態
宣
言
の
再
発
令
に
伴
い
、
結
果
的
に
３
月
ま
で
休
止
、
そ
の
ま
ま
終
了
。

他
事
業
と
の
連
携
・
統
合
の
余
地
は
な
い
か

-

手
段
は
適
切
か
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
は
適
切
か

-

手
段

手
段
・
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
見
直
し

他
事
業
と
の
連
携
・
統
合

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
例
年
通
り
の
事
業
運
営
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
改
善
項
目
の
改
善
は
難
し

か
っ
た
。

令
和
３
年
度
以
降
の
事
業
拡
充
に
向
け
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
所
）
運
営
事
業
者
と
実
現
可
能
に
向
け
た
話
し
合

い
を
行
っ
た
。

業
務
プ
ロ
セ
ス
（
進
め
方
・
手
続
き
）
に
工
夫
の
余
地
は
な
い
か

-

実
施
体
制
（
事
務
分
担
な
ど
）
に
工
夫
の
余
地
は
な
い
か

-

取
組
状
況

一
部
委
託

□
補
助
金
等

■
協
働

□
■

直
営

□
全
部
委
託

□

放
課
後
に
子
ど
も
が
安
心
し
て
活
動
で
き
る
場
の
確
保
及
び
次
世
代
を
担
う
児
童
の
健
全
育
成
を
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
平
成
2
0
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

指
標
１
単
位
当
た
り
コ
ス
ト
（
千
円
）

4
1

6
.2

4
6

5
.4

4
3

6
.0

1
2

7
.5

評
価
の
理
由
・
課
題

必 要 性

市
が
関
与
す
る
必
要
性
は
薄
れ
て
い
な
い
か

〇
国
で
は
平
成
3
0
年
9
月
に
「
新
・
放
課
後
子
ど
も
総

合
プ
ラ
ン
」
が
策
定
さ
れ
、
放
課
後
に
お
け
る
子
ど

も
た
ち
の
安
全
・
安
心
な
居
場
所
の
更
な
る
提
供
が

必
要
で
あ
る
。
新
し
い
生
活
様
式
を
前
提
と
し
た
運

営
方
法
の
模
索
が
必
要
。

対
象
者
の
減
少
な
ど
事
業
の
実
施
意
義
は
薄
れ
て
い
な
い
か

〇

コ
ス
ト
効
率

向
上

そ
の
他

事
業
を
実
施
し
な
い
と
市
民
や
地
域
社
会
に
不
利
益
が
生
じ
る
か

〇
小
学
校
の
余
裕
教
室
を
活
用
し
、
地
域
や
協
力
者
と
子
ど
も
教
室
を
実
施

都
市
公
園
運
動
場
を
利
用
し
、
地
域
や
協
力
者
と
子
ど
も
教
室
を
実
施

対
象
や
意
図
を
限
定
又
は
拡
充
す
る
必
要
は
な
い
か

-

有 効 性

国
・
県
・
民
間
に
類
似
の
事
業
・
サ
ー
ビ
ス
は
な
い
か

〇

1
事
業

★
放
課
後
子
ど
も
教
室
事
業

9
２
　
事
業
概
要
（
P
la
n
）

種
別

成
果
指
標

指
標
の
方
向

↑
達
成
率

1
1

0
.0

1
0

0
.0

1
0

0
.0

②

目
的

対
象
（
誰
・
何
を
）

意
図
（
ど
う
い
う
状
態
に
し
た
い
か
）

６
　
事
業
の
評
価
（
C
h
e
c
k
②
）
　

市
内
の
児
童

子
ど
も
達
の
放
課
後
の
安
全
・
安
心
な
活
動
の
確
保
や
地
域
社
会
の
中

で
心
豊
か
で
健
や
か
に
育
ま
れ
る
。

項
目

評
価

9
0

.0
事
業
実
施

の
背
景

教
育
部

↑
達
成
率

1
0
子
ど
も
教
室
の
運
営
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
地
域
住
民
等
の
数

根
拠
法
令

事
業
区
分

■
市
単
独
事
業

□
補
助
事
業

実
績

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
数

人
目
標

1
0

1
0

1
0

1
1

1
0

1
0

4
目

-
3

指
標
名

1
1

.8
4

.1
コ
ス
ト
効
率

向
上

予
算
科
目

会
計

一
般

款
9

項

生
涯
学
習
課

課
等
長

寺
田
　
豊

指
標
１
単
位
当
た
り
コ
ス
ト
（
千
円
）

8
.4

7
.3

事
業
期
間

平
成
2
0
年
度

～
令
和
7
年
度

担
当

H
3
1
年
度

R
2
年
度

指
標
の
説
明

8
6

.0
1

0
0

.6
5

8
.4

4
4

.8

位
置
づ
け

若
い
世
代
定
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

子
育
て
し
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り

実
績

5
4

2
6

3
4

地
域
で
の
親
や
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
や
子
育
て
支
援
の
し
く
み
づ
く
り

種
別

成
果
指
標

目
標

6
3

0
6

3
0

6
3

0
6

3
0

-
3

令
和
３
年
度
事
務
事
業
評
価
シ
ー
ト
（
重
点
戦
略
事
業
・
一
般
事
務
事
業
用
）

評
価
対
象
年
度

Ｒ
2

年
度

１
　
基
本
情
報

５
　
指
標
の
推
移
（
C
h
e
c
k
①
）
単
位

①

教
室
参
加
児
童
数

人

指
標
の
方
向

事
業
名

放
課
後
子
ど
も
教
室
事
業

コ
ー
ド

1
-

3

子
ど
も
教
室
を
利
用
し
た
児
童
数

3
6

8
2

8
2

区
分

H
2
9
年
度

H
3
0
年
度



N
o
.

事
業
コ
ー
ド

-
-

-
0

1
補
助
教
員
配
置
事
業

指
標
名

単
位

区
分

H
2
9
年
度

H
3
0
年
度

H
3
1
年
度

R
2
年
度

1
7

1
3

4

令
和
３
年
度
事
務
事
業
評
価
シ
ー
ト
（
重
点
戦
略
事
業
・
一
般
事
務
事
業
用
）

評
価
対
象
年
度

事
業
期
間

平
成
1
4
年
度

～
令
和
7
年
度

担
当

学
校
の
状
況
に
応
じ
て
、
補
助
教

員
を
配
置
し
た
学
校
数

位
置
づ
け

Ｒ
2

年
度

１
　
基
本
情
報

５
　
指
標
の
推
移
（
C
h
e
c
k
①
）

事
業
名

補
助
教
員
配
置
事
業

コ
ー
ド

1
-

3
-

4
-

1

若
い
世
代
定
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

子
育
て
し
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り

実
績

1
4

1
4

1
4

1
4

児
童
・
生
徒
の
個
性
に
応
じ
た
学
力
の
向
上
な
ど
生
き
る
力
を
育
む
教
育
の
推
進

種
別

活
動
指
標

指
標
の
方
向

↑
達
成
率

1
0

0
.0

1
0

0
.0

1
0

0
.0

1
0

0
.0

教
育
部

学
校
政
策
課

課
等
長

和
地
　
滋
巳

校

3
3

２
　
事
業
概
要
（
P
la
n
）

種
別

成
果
指
標

指
標
の
方
向

↑
達
成
率

1
0

0
.0

4
事
業

★
補
助
教
員
配
置
事
業

目
標

2
5

2
8

3
1

3
3

指
標
の
説
明

目
標

1
4

1
4

1
4

1
4

コ
ス
ト
効
率

低
下

3
,4

0
5

.9
3

,6
9

0
.4

3
,2

3
0

.8
4

,1
9

0
.8

補
助
事
業

実
績

2
5

3
1

根
拠
法
令

目
的

事
業
実
施

の
背
景

項
目

評
価

必 要 性
手
段

・
小
学
校
中
学
年
の
算
数
科
を
中
心
と
し
た
少
人
数
指
導
や
、
発
達
障
が
い
、
不
登
校
等
の
児
童
生
徒
を
指
導
・
支

援
す
る
た
め
学
校
補
助
教
員
を
配
置
、
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
児
童
に
対
し
て
看
護
師
を
配
置

・
本
務
教
員
の
療
養
休
暇
等
に
対
応
す
る
休
暇
等
補
助
教
員
の
配
置

予
算
科
目

会
計

一
般

款
9

項
1

目
指
標
１
単
位
当
た
り
コ
ス
ト
（
千
円
）

1
,7

7
7

.9

事
業
区
分

■
市
単
独
事
業

□

コ
ス
ト
効
率

低
下

対
象
（
誰
・
何
を
）

意
図
（
ど
う
い
う
状
態
に
し
た
い
か
）

６
　
事
業
の
評
価
（
C
h
e
c
k
②
）
　

2
8

②

配
置
し
た
補
助
教
員
の
人
数

人
学
校
の
状
況
に
応
じ
て
、
各
小
中

学
校
に
配
置
し
た
補
助
教
員
の
人

数
。

1
0

0
.0

1
0

0
.0

1
0

0
.0

・
学
習
指
導
に
お
け
る
個
に
応
じ
た
支
援
の
必
要
性
が
高
ま
っ
た
。

・
発
達
障
が
い
や
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
適
切
な
対
応
の
必
要
性
が
高
ま
っ
た
。

指
標
１
単
位
当
た
り
コ
ス
ト
（
千
円
）

1
,9

0
7

.3
1

,8
4

5
.2

1
,4

5
9

.1

評
価
の
理
由
・
課
題

市
が
関
与
す
る
必
要
性
は
薄
れ
て
い
な
い
か

○

対
象
者
の
減
少
な
ど
事
業
の
実
施
意
義
は
薄
れ
て
い
な
い
か

○
■

直
営

□
全
部
委
託

□
一
部
委
託

□
補
助
金
等

□
協
働

□
そ
の
他

事
業
を
実
施
し
な
い
と
市
民
や
地
域
社
会
に
不
利
益
が
生
じ
る
か

○

・
個
に
応
じ
た
支
援
の
必
要
な
学
級

・
発
達
障
が
い
や
不
登
校
児
童
生
徒

・
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒

小
学
校
基
本
科
目
の
基
礎
・
基
本
の
学
力
定
着
、
学
習
障
が
い
児
の
指

導
な
ど
、
き
め
細
や
か
な
教
育
が
受
け
ら
れ
る
。

小
中
学
生
の
学
力
向
上
や
発
達
障
が
い
、
不
登

校
、
日
本
語
指
導
、
医
療
的
ケ
ア
な
ど
の
様
々

な
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
抱
え
た
児
童
生
徒
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
き
め
細
か
な
指
導
の
必

要
性
は
拡
大
し
て
い
る
。

対
象
や
意
図
を
限
定
又
は
拡
充
す
る
必
要
は
な
い
か

○

４
　
コ
ス
ト
（
D
o
②
）

（
千
円
）

■
増
加
傾
向

□
変
化
な
し

□
減
少
傾
向

国
・
県
・
民
間
に
類
似
の
事
業
・
サ
ー
ビ
ス
は
な
い
か

○

３
　
取
組
状
況
（
D
o
①
）

指
標
目
標
を
達
成
し
た
か
、
意
図
の
実
現
に
近
づ
い
て
い
る
か

○

他
事
業
と
の
連
携
・
統
合
の
余
地
は
な
い
か

○

国
や
県
に
よ
る
少
人
数
加
配
教
員
の
配
置
は
あ
る
が
、
よ
り
き

め
細
や
か
な
指
導
を
実
現
す
る
た
め
に
、
さ
ら
な
る
人
的
配
置

を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
外
国
籍
児
童
生
徒
は
の
母
国
語

を
話
せ
る
補
助
教
員
の
配
置
は
、
日
本
語
の
修
得
及
び
学
力
向

上
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

R
2
年
度

学
校
補
助
教
員
の
配
置
：
3
3
名
（
う
ち
看
護
師
3
名
、
日
本
語
指
導
補
助
教
員
6
名
）

読
書
活
動
推
進
補
助
教
員
の
配
置
：
1
4
名
（
各
校
に
配
置
）

効 率 性

学
校
に
お
け
る
学
習
や
生
活
指
導
は
、
教
育
の

専
門
性
を
必
要
と
す
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒

の
状
況
等
の
個
人
情
報
の
管
理
も
求
め
ら
れ
る

た
め
、
現
状
の
通
り
直
営
で
継
続
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

改
善
策

取
組
状
況

業
務
プ
ロ
セ
ス
（
進
め
方
・
手
続
き
）
に
工
夫
の
余
地
は
な
い
か

区
分

H
2
8
年
度
決
算

H
2
9
年
度
決
算

H
3
0
年
度
決
算

H
3
1
年
度
決
算

R
2
年
度
決
算

R
3
年
度
予
算

事
業
費
計

Ａ
1

,0
3

0
1

,0
5

3
1

,4
4

7
7

4
8

2
,4

1
9

3
,6

6
8

□
改
善
し
て
継
続

■
現
状
の
ま
ま
継
続

□
休
廃
止

（
　
　
年
度

）
□

終
了

□
目
的
（
対
象
・
意
図
）
の
再
設
定

（
実
施
時
期
：

R
年

月
）

国
県
支
出
金

７
　
今
後
の
方
向
性
（
A
c
ti
o
n
）

受
益
者
負
担

Ｂ

（
実
施
時
期
：

R
年

（
　
　
年
度

月
）

）

（
実
施
時
期
：

R
年

月
）

地
方
債

□
そ
の
他

2
5

5
2

0
3

1
8

3
1

2
1

4
9

2
0

□
他
事
業
と
の
連
携
・
統
合

手
段
・
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
見
直
し

一
般
財
源

7
7

5
8

5
0

1
,2

6
4

6
2

7
2

,3
7

0
3

,6
4

8
□

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
改
善

年
月
）

□
民
間
委
託
を
導
入
・
拡
大

（
実
施
時
期
：

R
年

月
）

4
4

,4
8

3
5

6
,2

5
2

5
9

,6
1

5
□

（
実
施
時
期
：

R

市
民
等
と
の
協
働
を
導
入
・
拡
大

（
実
施
時
期
：

R
年

月
）

人
数

0
.3

0
0

.3
0

0
.3

0
0

.3
0

0
.3

0
0

.3
0

□
受
益
者
負
担
の
見
直
し

（
実
施
時
期
：

R
年

月
）

人
件
費
計

Ｃ
4

7
,4

3
8

4
6

,6
3

0
5

0
,2

1
8

人
件
費

2
,4

3
3

2
,3

8
5

2
,3

9
3

2
,3

4
5

2
,1

8
3

2
,1

8
3

□
会
計
年
度
任
用
職
員
・
再
任
用
職
員
の
活
用

（
実
施
時
期
：

R
年

月
）

□
そ
の
他

（
実
施
時
期
：

R
年

月
）

人
数

4
1

.0
0

4
1

.0
0

4
6

.0
0

4
6

.0
0

4
7

.0
0

4
6

.0
0

人
件
費

4
5

,0
0

5
4

4
,2

4
5

4
7

,8
2

5
4

2
,1

3
8

5
4

,0
6

9
5

7
,4

3
2

5
1

,6
6

5
4

5
,2

3
1

5
8

,6
7

1
6

3
,2

8
3

市
民
１
人
コ
ス
ト
Ｄ
/人

口
（
円
）

7
6

4
.4

3
7

4
7

.4
9

8
1

0
.7

8
7

1
4

.2
8

9
2

8
.8

9

受
益
者
負
担
率
Ｂ
/Ｄ

（
％
）

①

配
置
し
た
学
校
数

市
民
・
対
象

者
ニ
ー
ズ
の

状
況
・
内
容

各
学
校
の
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
児
童
、
生
徒
に
よ
り
き
め
細
や
か
な
指
導
を
行
う
こ
と
が
、
さ
ら
に
必

要
と
な
っ
て
い
る
。

財 源 内 訳

事
業
の

方
向
性

内 訳

正
職
員

臨
時

職
員
等

改
善
内
容

改
善
に
よ
り
期

待
さ
れ
る
効
果

総
コ
ス
ト
Ｄ
＝
Ａ
+
Ｃ

4
8

,4
6

8
4

7
,6

8
3

○

実
施
体
制
（
事
務
分
担
な
ど
）
に
工
夫
の
余
地
は
な
い
か

○

手
段
は
適
切
か
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
は
適
切
か

○
取
組
状
況

民
間
委
託
や
市
民
団
体
等
と
の
協
働
の
余
地
は
な
い
か

○

前
年
度
以
前
評
価
で
の
改
善
項
目

改
善
状
況
（
前
年
度
評
価
に
基
づ
か
な
い
改
善
事
項
等
も
含
む
）

受
益
者
負
担
に
つ
い
て
見
直
す
余
地
は
な
い
か

○

有 効 性
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事
業
コ
ー
ド

-
-

-

〇

実
施
体
制
（
事
務
分
担
な
ど
）
に
工
夫
の
余
地
は
な
い
か

〇

手
段
は
適
切
か
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
は
適
切
か

〇
取
組
状
況

民
間
委
託
や
市
民
団
体
等
と
の
協
働
の
余
地
は
な
い
か

〇

前
年
度
以
前
評
価
で
の
改
善
項
目

改
善
状
況
（
前
年
度
評
価
に
基
づ
か
な
い
改
善
事
項
等
も
含
む
）

受
益
者
負
担
に
つ
い
て
見
直
す
余
地
は
な
い
か

〇

有 効 性

受
益
者
負
担
率
Ｂ
/Ｄ

（
％
）

①

支
援
し
た
学
校
数

市
民
・
対
象

者
ニ
ー
ズ
の

状
況
・
内
容

財 源 内 訳

事
業
の

方
向
性

内 訳

正
職
員

臨
時

職
員
等

改
善
内
容

改
善
に
よ
り
期

待
さ
れ
る
効
果

総
コ
ス
ト
Ｄ
＝
Ａ
+
Ｃ

3
,6

6
3

3
,5

7
0

3
,4

3
5

3
,4

6
7

2
,9

1
1

3
,9

8
4

市
民
１
人
コ
ス
ト
Ｄ
/人

口
（
円
）

5
7

.7
7

5
5

.9
6

5
3

.9
0

5
4

.7
5

4
6

.0
8

人
数

人
件
費

（
実
施
時
期
：

R
年

月
）

□
そ
の
他

（
実
施
時
期
：

R
年

月
）

人
件
費

8
1

1
7

9
5

7
9

8
7

8
2

7
2

8
7

2
8

□
会
計
年
度
任
用
職
員
・
再
任
用
職
員
の
活
用

年
月
）

人
数

0
.1

0
0

.1
0

0
.1

0
0

.1
0

0
.1

0
0

.1
0

□
受
益
者
負
担
の
見
直
し

（
実
施
時
期
：

R
年

月
）

人
件
費
計

Ｃ
8

1
1

7
9

5
7

9
8

7
8

2
7

2
8

7
2

8
□

（
実
施
時
期
：

R

市
民
等
と
の
協
働
を
導
入
・
拡
大

（
実
施
時
期
：

R

年
月
）

□
民
間
委
託
を
導
入
・
拡
大

（
実
施
時
期
：

R
年

月
）

一
般
財
源

2
,4

5
2

2
,3

7
5

2
,6

3
7

2
,6

8
5

2
,1

8
3

3
,2

5
6

□
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
改
善

（
実
施
時
期
：

R
年

月
）

地
方
債

□
そ
の
他

4
0

0
4

0
0

□
他
事
業
と
の
連
携
・
統
合

手
段
・
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
見
直
し

（
実
施
時
期
：

R
年

（
　
　
年
度

月
）

）

□
目
的
（
対
象
・
意
図
）
の
再
設
定

（
実
施
時
期
：

R
年

月
）

国
県
支
出
金

７
　
今
後
の
方
向
性
（
A
c
ti
o
n
）

受
益
者
負
担

Ｂ
□

改
善
し
て
継
続

■
現
状
の
ま
ま
継
続

□
休
廃
止

（
　
　
年
度

）
□

終
了

区
分

H
2
8
年
度
決
算

H
2
9
年
度
決
算

H
3
0
年
度
決
算

H
3
1
年
度
決
算

R
2
年
度
決
算

R
3
年
度
予
算

事
業
費
計

Ａ
2

,8
5

2
2

,7
7

5
2

,6
3

7
2

,6
8

5
2

,1
8

3
3

,2
5

6

４
　
コ
ス
ト
（
D
o
②
）

（
千
円
）

□
増
加
傾
向

■
変
化
な
し

□
減
少
傾
向

国
・
県
・
民
間
に
類
似
の
事
業
・
サ
ー
ビ
ス
は
な
い
か

〇

３
　
取
組
状
況
（
D
o
①
）

指
標
目
標
を
達
成
し
た
か
、
意
図
の
実
現
に
近
づ
い
て
い
る
か

〇

他
事
業
と
の
連
携
・
統
合
の
余
地
は
な
い
か

〇

学
校
視
察
で
の
実
態
把
握
、
児
童
・
生
徒
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
等
か
ら
、
学
校
運
営
に
十
分
な

成
果
が
上
が
っ
て
い
る
。
現
段
階
で
水
準
は
確

保
さ
れ
て
い
る
が
、
ニ
ー
ズ
は
増
加
傾
向
に
あ

る
。

R
2
年
度

①
小
中
学
校
に
お
い
て
、
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
に
応
じ
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
、
実
施
の
準
備
を
進
め
た
。
し

か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
予
防
や
緊
急
事
態
宣
言
発
令
の
た
め
、
実
施
を
断
念
す
る
学
校
が
多
か
っ
た
。
（
国
際

理
解
教
育
の
推
進
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
、
環
境
教
育
推
進
事
業
、
図
書
館
教
育
推
進
、
自
然
観
察
活
動
、
食
の
教
育
推
進
活

動
）
②
部
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
を
派
遣
し
た
。
③
全
小
中
学
校
で
学
校
評
議
員
を
委
託
し
、
学
校
運
営
に
関
す
る
意
見
を
聴
取
し
た
。

効 率 性

学
校
に
お
け
る
学
習
や
生
活
指
導
は
、
教
育
の

専
門
性
を
必
要
と
す
る
と
と
も
に
、
学
校
経
営

に
関
し
て
、
効
率
的
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
学

習
活
動
及
び
部
活
動
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い

る
。

改
善
策

取
組
状
況

業
務
プ
ロ
セ
ス
（
進
め
方
・
手
続
き
）
に
工
夫
の
余
地
は
な
い
か

評
価
の
理
由
・
課
題

市
が
関
与
す
る
必
要
性
は
薄
れ
て
い
な
い
か

〇

対
象
者
の
減
少
な
ど
事
業
の
実
施
意
義
は
薄
れ
て
い
な
い
か

〇
■

直
営

□
全
部
委
託

□
一
部
委
託

□
補
助
金
等

□
協
働

□
そ
の
他

事
業
を
実
施
し
な
い
と
市
民
や
地
域
社
会
に
不
利
益
が
生
じ
る
か

〇

・
各
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

　
地
域
の
実
情
や
特
性
を
活
か
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
を
育

成
し
、
部
活
動
の
技
術
の
向
上
、
学
習
に
お
け
る
基
礎
・
基
本
の
習
得

を
図
る
。

学
校
評
議
員
か
ら
学
校
経
営
の
改
善
に
つ
な
が

る
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
で
、
効
果
的
な
教
育

の
推
進
が
図
れ
る
。
部
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら

技
術
指
導
を
受
け
る
こ
と
で
、
児
童
生
徒
の
技

術
の
向
上
が
見
込
ま
れ
る
。

対
象
や
意
図
を
限
定
又
は
拡
充
す
る
必
要
は
な
い
か

〇

2
6

4
.6

事
業
区
分

■
市
単
独
事
業

□

コ
ス
ト
効
率

向
上

対
象
（
誰
・
何
を
）

意
図
（
ど
う
い
う
状
態
に
し
た
い
か
）

６
　
事
業
の
評
価
（
C
h
e
c
k
②
）
　

1
3

②

部
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
の
派
遣

人
数

人
白
井
市
教
育
委
員
会
で
委
嘱
し
、

学
校
に
派
遣
し
た
部
活
動
サ
ポ
ー

タ
ー
の
人
数

1
0

8
.3

1
0

8
.3

9
1

.7
平
成
８
年
度
に
文
科
省
よ
り
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
作
り
を
行
う
こ
と
の
重
要
性
が
示
さ
れ
た
。

平
成
１
４
年
度
に
改
定
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
に
よ
り
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

指
標
１
単
位
当
た
り
コ
ス
ト
（
千
円
）

2
5

5
.0

2
6

4
.2

2
6

6
.7

予
算
科
目

会
計

一
般

款
9

項
1

目
指
標
１
単
位
当
た
り
コ
ス
ト
（
千
円
）

補
助
事
業

実
績

1
4

1
3

根
拠
法
令

目
的

事
業
実
施

の
背
景

項
目

評
価

必 要 性
手
段

・
各
学
校
が
作
成
し
た
特
色
あ
る
事
業
計
画
に
対
し
、
必
要
な
経
費
を
支
援

・
部
活
動
指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
専
門
性
を
有
す
る
指
導
者
を
地
域
か
ら
委
嘱

・
保
護
者
や
地
域
の
意
見
を
学
校
に
伝
え
て
い
く
た
め
の
学
校
評
議
員
を
地
域
か
ら
委
嘱

指
標
の
説
明

目
標

1
4

1
4

1
4

1
4

コ
ス
ト
効
率

向
上

2
5

5
.0

2
4

5
.3

2
4

7
.6

2
0

7
.9

1
1

２
　
事
業
概
要
（
P
la
n
）

種
別

成
果
指
標

指
標
の
方
向

↑
達
成
率

1
1

6
.7

3
事
業

★
地
域
人
材
活
用
事
業

目
標

1
2

1
2

1
2

1
2

若
い
世
代
定
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

子
育
て
し
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り

実
績

1
4

1
4

1
4

1
4

児
童
・
生
徒
の
個
性
に
応
じ
た
学
力
の
向
上
な
ど
生
き
る
力
を
育
む
教
育
の
推
進

種
別

活
動
指
標

指
標
の
方
向

→
達
成
率

1
0

0
.0

1
0

0
.0

1
0

0
.0

1
0

0
.0

教
育
部

教
育
支
援
課

課
等
長

本
間
　
賢
一

校

令
和
３
年
度
事
務
事
業
評
価
シ
ー
ト
（
重
点
戦
略
事
業
・
一
般
事
務
事
業
用
）

評
価
対
象
年
度

事
業
期
間

平
成
1
3
年
度

～
令
和
7
年
度

担
当

特
色
あ
る
事
業
計
画
に
対
す
る
経

費
負
担
や
部
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
、

学
校
評
議
員
の
委
嘱
に
よ
っ
て
支

援
し
た
学
校
数

位
置
づ
け

Ｒ
2

年
度

１
　
基
本
情
報

５
　
指
標
の
推
移
（
C
h
e
c
k
①
）

事
業
名

地
域
人
材
活
用
事
業

コ
ー
ド

1
-

3
-

4
-

2
指
標
名

単
位

区
分

H
2
9
年
度

H
3
0
年
度

H
3
1
年
度

R
2
年
度

1
8

1
3

4
0

2
地
域
人
材
活
用
事
業
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事
業
コ
ー
ド

-
-

-

令
和
３
年
度
事
務
事
業
評
価
シ
ー
ト
（
重
点
戦
略
事
業
・
一
般
事
務
事
業
用
）

評
価
対
象
年
度

Ｒ
2

年
度

１
　
基
本
情
報

５
　
指
標
の
推
移
（
C
h
e
c
k
①
）
単
位

①

運
営
支
援
の
団
体
数

団
体

指
標
の
方
向

事
業
名

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
支
援
事
業

コ
ー
ド

3
-

2

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
数

5
5

区
分

H
2
9
年
度

H
3
0
年
度

H
3
1
年
度

R
2
年
度

指
標
の
説
明

1
0

0
.0

1
0

0
.0

1
0

0
.0

1
0

0
.0

位
置
づ
け

拠
点
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
拠
点
が
に
ぎ
わ
う
ま
ち
づ
く
り

実
績

5
5

地
域
の
人
や
団
体
を
活
か
し
た
生
き
が
い
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
の
場
の
充
実

種
別

活
動
指
標

目
標

5
5

5
5

-
4

-
1

指
標
名

1
6

1
.1

1
5

2
.9

コ
ス
ト
効
率

向
上

予
算
科
目

会
計

一
般

款
9

項

生
涯
学
習
課

課
等
長

寺
田
豊

指
標
１
単
位
当
た
り
コ
ス
ト
（
千
円
）

2
3

7
.2

1
6

2
.5

事
業
期
間

平
成
1
5
年
度

～
令
和
7
年
度

担
当

教
育
部

→
達
成
率

1
,0

0
0

ク
ラ
ブ
会
員
の
人
数

根
拠
法
令

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法

事
業
区
分

■
市
単
独
事
業

□
補
助
事
業

実
績

各
ク
ラ
ブ
登
録
数

人
目
標

9
9

7
1

,0
0

0
1

,0
0

0

8
8

4
8

6
8

8
1

7

5
目

1
事
業

★
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
支
援
事
業

7
7

7
２
　
事
業
概
要
（
P
la
n
）

種
別

成
果
指
標

指
標
の
方
向

↑
達
成
率

8
8

.7
8

6
.8

8
1

.7
②

目
的

対
象
（
誰
・
何
を
）

意
図
（
ど
う
い
う
状
態
に
し
た
い
か
）

６
　
事
業
の
評
価
（
C
h
e
c
k
②
）
　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

市
民

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
い
つ
ま
で
も
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
地
域
ス

ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
、
地
域
住
民
に
よ
る
自
主

的
で
自
立
し
た
ク
ラ
ブ
で
運
営
す
る
。

項
目

評
価

7
7

.7
事
業
実
施

の
背
景

平
成
1
2
年
国
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
、
H
2
2
年
ま
で
に
各
市
町
村
に
お
い
て
少
な
く
て
も
1
つ

は
ク
ラ
ブ
を
育
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
白
井
市
に
お
い
て
も
こ
の
事
業
を
推
進
し
て
き
た
。

指
標
１
単
位
当
た
り
コ
ス
ト
（
千
円
）

1
.3

0
.9

1
.0

1
.0

評
価
の
理
由
・
課
題

必 要 性

市
が
関
与
す
る
必
要
性
は
薄
れ
て
い
な
い
か

○
定
期
的
に
活
動
す
る
た
め
に
市
は
活
動
場
所
の

確
保
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

会
員
は
多
種
多
様
の
種
目
を
経
験
す
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
幅
広
い
世
代
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
め
る
環
境
を
提
供
す
る
。

対
象
者
の
減
少
な
ど
事
業
の
実
施
意
義
は
薄
れ
て
い
な
い
か

○

コ
ス
ト
効
率

向
上

そ
の
他

事
業
を
実
施
し
な
い
と
市
民
や
地
域
社
会
に
不
利
益
が
生
じ
る
か

○
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
場
所
の
確
保

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
派
遣
、
養
成
支
援

対
象
や
意
図
を
限
定
又
は
拡
充
す
る
必
要
は
な
い
か

○

有 効 性

国
・
県
・
民
間
に
類
似
の
事
業
・
サ
ー
ビ
ス
は
な
い
か

○

一
部
委
託

□
補
助
金
等

□
協
働

□
■

直
営

□
全
部
委
託

□

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
中
心
と
な
っ
て
ク
ラ
ブ

を
運
営
し
て
い
る
た
め
、
会
員
が
減
少
す
る
と

運
営
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
会
員
の
増

加
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

改
善
策

取
組
状
況

前
年
度
以
前
評
価
で
の
改
善
項
目

改
善
状
況
（
前
年
度
評
価
に
基
づ
か
な
い
改
善
事
項
等
も
含
む
）

受
益
者
負
担
に
つ
い
て
見
直
す
余
地
は
な
い
か

○

指
導
者
の
高
齢
化
や
会
員
数
の
減
少
（
今
年
は
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
減
少
）
に
よ
り
活
動
が
困
難
と
な
っ
て

く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
P
R
活
動
や
指
導
者

確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
今
後
、
ク
ラ
ブ
の
統
廃
合

が
必
要
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
健
康
課
に

て
P
R
を
行
っ
て
い
る
。

３
　
取
組
状
況
（
D
o
①
）

指
標
目
標
を
達
成
し
た
か
、
意
図
の
実
現
に
近
づ
い
て
い
る
か

○

R
2
年
度

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
場
所
の
確
保

千
葉
県
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
公
認
指
導
員
等
養
成
講
習
会
受
講
者
へ
テ
キ
ス
ト
付
与

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
指
導
者
の
紹
介

他
事
業
と
の
連
携
・
統
合
の
余
地
は
な
い
か

○

手
段
は
適
切
か
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
は
適
切
か

○

手
段

業
務
プ
ロ
セ
ス
（
進
め
方
・
手
続
き
）
に
工
夫
の
余
地
は
な
い
か

○

実
施
体
制
（
事
務
分
担
な
ど
）
に
工
夫
の
余
地
は
な
い
か

○

取
組
状
況

効 率 性

民
間
委
託
や
市
民
団
体
等
と
の
協
働
の
余
地
は
な
い
か

○

健
康
寿
命
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
な
ど
健
康
に
対
す
る
関
心
も
あ
り
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
の
ニ
ー
ズ
は
依
然
と
し

て
あ
る
。

区
分

H
2
8
年
度
決
算

H
2
9
年
度
決
算

H
3
0
年
度
決
算

H
3
1
年
度
決
算

４
　
コ
ス
ト
（
D
o
②
）

（
千
円
）

市
民
・
対
象

者
ニ
ー
ズ
の

状
況
・
内
容

□
増
加
傾
向

■

R
2
年
度
決
算

R
3
年
度
予
算

事
業
費
計

Ａ
8

6
1

3
9

1
1

5
2

4
3

7
5

4

変
化
な
し

□
減
少
傾
向

７
　
今
後
の
方
向
性
（
A
c
ti
o
n
）

受
益
者
負
担

Ｂ
3

1
3

9

国
県
支
出
金

終
了

（
　
　
年
度

）
□

休
廃
止

（
　
　
年
度

）
□

□
改
善
し
て
継
続

■
現
状
の
ま
ま
継
続

月
）

地
方
債

事
業
の

方
向
性

そ
の
他

R
年

月
）

一
般
財
源

8
3

0
3

5
2

□ □
他
事
業
と
の
連
携
・
統
合

（
実
施
時
期
：

（
実
施
時
期
：

年
目
的
（
対
象
・
意
図
）
の
再
設
定

（
実
施
時
期
：

R

□
手
段
・
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
見
直
し

R

3
7

5
4

財 源 内 訳
年

月
）

年
月
）

□
民
間
委
託
を
導
入
・
拡
大

（
実
施
時
期
：

R
年

□
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
改
善

（
実
施
時
期
：

R

月
）

1
5

2
4

R
年 年

人
件
費
計

Ｃ
8

1
1

7
9

5
7

9
8

7
8

2
7

2
8

7
2

8
□

市
民
等
と
の
協
働
を
導
入
・
拡
大

R

7
9

8
7

8
2

0
.1

0
0

.1
0

年
会
計
年
度
任
用
職
員
・
再
任
用
職
員
の
活
用

（
実
施
時
期
：

月
）

人
件
費

8
1

1
7

9
5

月
）

（
実
施
時
期
：

人
数

0
.1

0
0

.1
0

0
.1

0
（
実
施
時
期
：

0
.1

0
□

受
益
者
負
担
の
見
直
し

月
）

□
そ
の
他

（
実
施
時
期
：

R
年

□
R

月
）

8
1

3
8

0
6

7
6

5
7

8
2

改
善
内
容

7
2

8
7

2
8

人
件
費

総
コ
ス
ト
Ｄ
＝
Ａ
+
Ｃ

内 訳
臨
時

職
員
等

人
数

正
職
員

4
2

3
2

4
0

1
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
支
援
事
業

1
.8

5
3

.2
9

改
善
に
よ
り
期

待
さ
れ
る
効
果

市
民
１
人
コ
ス
ト
Ｄ
/人

口
（
円
）

2
6

.3
7

1
8

.5
9

1
2

.7
5

1
2

.7
2

1
2

.1
0

受
益
者
負
担
率
Ｂ
/Ｄ

（
％
）

1
,6

7
2

1
,1

8
6



N
o
.

事
業
コ
ー
ド

-
-

-
4

3
3

2
4

0
2

白
井
市
民
大
学
校
事
業

2
.9

8
4

.0
0

2
.6

9
1

.9
4

0
.0

0
2

.5
6

改
善
に
よ
り
期

待
さ
れ
る
効
果

卒
業
後
の
活
動
の
選
択
肢
を
広
げ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市
民
活
動
へ
意
欲
的
に
な
り
、
事
業
指
標
・
目
的
を
達
成

す
る
。

よ
り
効
果
的
な
事
業
運
営
を
行
う
。

市
民
１
人
コ
ス
ト
Ｄ
/人

口
（
円
）

1
3

9
.5

8
1

1
0

.6
5

1
0

8
.6

4
1

3
0

.4
4

1
1

6
.1

0

受
益
者
負
担
率
Ｂ
/Ｄ

（
％
）

8
,8

5
0

7
,0

5
8

人
件
費

総
コ
ス
ト
Ｄ
＝
Ａ
+
Ｃ

内 訳
臨
時

職
員
等

人
数

正
職
員

R

月
）

6
,9

2
3

8
,2

6
0

7
,3

3
3

7
,8

1
0

改
善
内
容

専
門
の
知
識
を
有
し
、
地
域
で
活
躍
す
る
市
民
や
団
体
を
講
師
に
迎
え
、
年
間
を
通
じ
て
指
標
達
成
で
き
る
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
す
る
。

例
年
通
り
事
業
実
施
で
き
な
か
っ
た
令
和
２
年
度
を
除
け
ば
学
部
の
統
廃
合
か
ら
3
年
が
経
過
す
る
た
め
、
事
業
の
変
更
し
た
部
分
を
中
心
に
成
果
等
の

検
証
を
行
う
。

7
,2

7
5

7
,2

7
5

月
）

人
件
費

8
,1

1
0

6
,3

5
9

月
）

（
実
施
時
期
：

人
数

1
.0

0
0

.8
0

0
.8

0
（
実
施
時
期
：

1
.0

0
□

受
益
者
負
担
の
見
直
し

月
）

□
そ
の
他

（
実
施
時
期
：

R
年

□

R
年 年

人
件
費
計

Ｃ
8

,1
1

0
6

,3
5

9
6

,3
8

2
7

,8
1

7
7

,2
7

5
7

,2
7

5
□

市
民
等
と
の
協
働
を
導
入
・
拡
大

R

6
,3

8
2

7
,8

1
7

1
.0

0
1

.0
0

年
会
計
年
度
任
用
職
員
・
再
任
用
職
員
の
活
用

（
実
施
時
期
：

5
8

3
3

5

財 源 内 訳
年

月
）

3
年

4
月
）

□
民
間
委
託
を
導
入
・
拡
大

（
実
施
時
期
：

R
年

■
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
改
善

（
実
施
時
期
：

R

月
）

3
5

5
2

8
3

□
他
事
業
と
の
連
携
・
統
合

（
実
施
時
期
：

（
実
施
時
期
：

年
目
的
（
対
象
・
意
図
）
の
再
設
定

（
実
施
時
期
：

R

□
手
段
・
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
見
直
し

R

月
）

地
方
債

2
0

0

事
業
の

方
向
性

そ
の
他

R
年

月
）

一
般
財
源

4
7

6
4

1
7

□

□
休
廃
止

（
　
　
年
度

）
□

■
改
善
し
て
継
続

□
現
状
の
ま
ま
継
続

5
8

5
3

5

変
化
な
し

□
減
少
傾
向

７
　
今
後
の
方
向
性
（
A
c
ti
o
n
）

受
益
者
負
担

Ｂ
2

6
4

2
8

2
1

8
6

1
6

0
0

国
県
支
出
金

終
了

（
　
　
年
度

）

効 率 性

民
間
委
託
や
市
民
団
体
等
と
の
協
働
の
余
地
は
な
い
か

-

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
市
民
の
生
活
様
式
が
変
化
し
た
こ
と
に
伴
い
、
学
習
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
も
、
従
来
に
加

え
多
様
化
し
て
き
て
い
る
。
特
に
外
出
自
粛
に
よ
る
在
宅
時
間
の
充
実
に
対
す
る
学
習
ニ
ー
ズ
が
講
座
の
感
想
と
し
て
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

区
分

H
2
8
年
度
決
算

H
2
9
年
度
決
算

H
3
0
年
度
決
算

H
3
1
年
度
決
算

４
　
コ
ス
ト
（
D
o
②
）

（
千
円
）

市
民
・
対
象

者
ニ
ー
ズ
の

状
況
・
内
容

■
増
加
傾
向

□

R
2
年
度
決
算

R
3
年
度
予
算

事
業
費
計

Ａ
7

4
0

6
9

9
5

4
1

4
4

3

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
講
座
な
ど
、
専

門
性
が
高
い
講
座
に
つ
い
て
は
、
知
識
を
有
し

た
市
民
や
専
門
家
と
進
め
る
こ
と
で
、
よ
り
効

果
的
な
講
座
を
短
い
準
備
期
間
で
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

改
善
策

取
組
状
況

前
年
度
以
前
評
価
で
の
改
善
項
目

改
善
状
況
（
前
年
度
評
価
に
基
づ
か
な
い
改
善
事
項
等
も
含
む
）

受
益
者
負
担
に
つ
い
て
見
直
す
余
地
は
な
い
か

〇

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、

通
年
の
事
業
を
中
止
し
、
事
業
周
知
と
学
習
の

場
の
提
供
を
目
標
に
特
別
講
座
を
２
回
実
施
し

た
た
め
従
来
の
指
標
目
標
は
達
成
で
き
な
か
っ

た
。

３
　
取
組
状
況
（
D
o
①
）

指
標
目
標
を
達
成
し
た
か
、
意
図
の
実
現
に
近
づ
い
て
い
る
か

-

R
2
年
度

い
き
い
き
シ
ニ
ア
学
部
　
講
座
回
数
１
８
回
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
中
止
）

さ
さ
え
あ
い
発
見
学
部
　
講
座
回
数
１
７
回
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
中
止
）

特
別
講
座
①
　
受
講
人
数
　
直
接
受
講
：
１
６
名
、
W
e
b
視
聴
回
数
：
４
２
回
（
令
和
３
年
３
月
１
７
日
現
在
）

特
別
講
座
②
　
受
講
人
数
　
直
接
受
講
：
１
７
名

特
別
講
座
②
W
e
b
配
信
講
座
　
W
e
b
視
聴
総
数
：
１
７
９
回
（
令
和
３
年
３
月
１
７
日
現
在
）

他
事
業
と
の
連
携
・
統
合
の
余
地
は
な
い
か

〇

手
段
は
適
切
か
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
は
適
切
か

〇

手
段

手
段
・
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
見
直
し

他
事
業
と
の
連
携
・
統
合

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
改
善

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
通
年
で
の
事
業
が
中
止
と
な
っ

た
。
事
業
目
標
を
、
学
び
の
提
供
と
、
事
業
周
知
に
設
定
し
単
発
の
講
座
開
催

と
し
た
た
め
、
改
善
項
目
の
改
善
は
難
し
か
っ
た
。

業
務
プ
ロ
セ
ス
（
進
め
方
・
手
続
き
）
に
工
夫
の
余
地
は
な
い
か

-

実
施
体
制
（
事
務
分
担
な
ど
）
に
工
夫
の
余
地
は
な
い
か

〇

取
組
状
況

一
部
委
託

□
補
助
金
等

□
協
働

□
■

直
営

□
全
部
委
託

□

福
寿
大
学
（
公
民
館
実
施
事
業
）
と
健
康
文
化
都
市
大
学
（
企
画
政
策
課
実
施
事
業
）
を
発
展
的
に
統
合
し
、
市
民
の
主
体
的
な
「
学
び
」
と
市
民
の
「
参

加
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
、
平
成
１
７
年
度
に
白
井
市
民
大
学
校
を
開
講
し
た
。

指
標
１
単
位
当
た
り
コ
ス
ト
（
千
円
）

-
-

-
-

評
価
の
理
由
・
課
題

必 要 性

市
が
関
与
す
る
必
要
性
は
薄
れ
て
い
な
い
か

〇
通
年
の
事
業
が
中
止
と
な
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
流
行
禍
に
必
要
な
防
災
知
識
や
学
習
の
方
法

な
ど
、
情
勢
に
沿
っ
た
学
習
の
提
供
を
す
る
こ
と
、

ま
た
、
行
政
が
主
体
と
な
り
講
座
を
行
う
こ
と
で
市

民
が
知
り
た
い
内
容
の
講
座
も
開
催
で
き
る
こ
と
か

ら
必
要
性
は
高
い
。

対
象
者
の
減
少
な
ど
事
業
の
実
施
意
義
は
薄
れ
て
い
な
い
か

〇

コ
ス
ト
効
率

-

そ
の
他

事
業
を
実
施
し
な
い
と
市
民
や
地
域
社
会
に
不
利
益
が
生
じ
る
か

〇
・
目
的
に
あ
わ
せ
２
学
部
を
設
け
体
系
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
講
座
を
開
催

・
講
座
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
参
加
交
流
型
の
学
習
手
法
を
取
り
入
れ
実
施

（
講
演
会
形
式
、
参
加
型
学
習
、
体
験
学
習
、
実
技
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
視
察
学
習
な
ど
）

対
象
や
意
図
を
限
定
又
は
拡
充
す
る
必
要
は
な
い
か

〇

有 効 性

国
・
県
・
民
間
に
類
似
の
事
業
・
サ
ー
ビ
ス
は
な
い
か

〇

1
事
業

★
白
井
市
民
大
学
校
事
業

２
　
事
業
概
要
（
P
la
n
）

種
別

指
標
の
方
向

達
成
率

-
-

-
②

目
的

対
象
（
誰
・
何
を
）

意
図
（
ど
う
い
う
状
態
に
し
た
い
か
）

６
　
事
業
の
評
価
（
C
h
e
c
k
②
）
　

い
き
い
き
シ
ニ
ア
学
部
：
市
内
在
住
6
0
歳
以
上
2
5
名

さ
さ
え
あ
い
発
見
学
部
：
市
内
在
住
3
0
歳
以
上
2
5
名

シ
ニ
ア
学
部
２
年
：
6
0
歳
以
上
2
5
名

い
き
い
き
シ
ニ
ア
学
部
：
友
人
や
健
康
づ
く
り
を
通
じ
て
、
生
涯
に
わ
た
る
自
主
的
な
学
習
の
実
践

さ
さ
え
あ
い
発
見
学
部
：
地
域
へ
の
愛
着
と
生
き
が
い
の
あ
る
地
域
生
活
の
実
践

シ
ニ
ア
学
部
：
地
域
に
仲
間
が
い
る
人
を
増
や
す

３
学
部
の
上
位
成
果
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市
民
活
動
等
、
学
習
成
果
を
地
域
生
活
で
実
践
で
き
る
人
を
増
や
す
。

項
目

評
価

-
事
業
実
施

の
背
景

教
育
部

↑
達
成
率

根
拠
法
令

事
業
区
分

■
市
単
独
事
業

□
補
助
事
業

実
績

目
標

4
目

-
2

指
標
名

3
1

7
.7

7
,3

3
3

.0
コ
ス
ト
効
率

低
下

予
算
科
目

会
計

一
般

款
9

項

生
涯
学
習
課

課
等
長

寺
田
豊

指
標
１
単
位
当
た
り
コ
ス
ト
（
千
円
）

1
8

1
.0

2
3

0
.8

事
業
期
間

平
成
1
7
年
度

～
令
和
7
年
度

担
当

H
3
1
年
度

R
2
年
度

指
標
の
説
明

8
6

.7
6

6
.7

5
7

.8
0

.0

位
置
づ
け

拠
点
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
拠
点
が
に
ぎ
わ
う
ま
ち
づ
く
り

実
績

3
9

3
0

地
域
の
人
や
団
体
を
活
か
し
た
生
き
が
い
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
の
場
の
充
実

種
別

成
果
指
標

目
標

4
5

4
5

4
5

4
5

-
4

令
和
３
年
度
事
務
事
業
評
価
シ
ー
ト
（
重
点
戦
略
事
業
・
一
般
事
務
事
業
用
）

評
価
対
象
年
度

Ｒ
2

年
度

１
　
基
本
情
報

５
　
指
標
の
推
移
（
C
h
e
c
k
①
）
単
位

①

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
市
民
活
動
へ

実
践
意
欲
を
持
つ
人
の
割
合

％

指
標
の
方
向

事
業
名

白
井
市
民
大
学
校
事
業

コ
ー
ド

3
-

2

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
・
市
民
活
動
に
実
践
意

欲
を
持
つ
人
÷
受
講
人
数
×
1
0
0

2
6

0

区
分

H
2
9
年
度

H
3
0
年
度


